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＜感震ブレーカーが自動的に作動＞

漏電ブレーカーがＯＦＦの状態↓

全部屋の電気がＯＦＦ↓

OFF OFF

OFFOFF

OFF

感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生時）

＊感震ブレーカーとはヤモリを示しています。
＊そのヤモリを漏電ブレーカーに設置したケースで説明します。

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1474233666/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzAxLmdhdGFnLm5ldC8yMDE1MDYvMDR6enBhaS9nYXRhZy0wMDAwNjE5NS5wbmc-/RS=^ADB5isLp3Q4.US9Lyydv_BdwHIakAM-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVG0zZW9Ba2hreWNEQlJ1YVlERHlPa3VndnhBbUV1ZjBubUhtdm9vNy12Vm9NZ2lhMmVvNDFGN2R3TgRwAzVhNjI0NENBNVp5dzZaeUhJT09DcE9PRHFlT0N1ZU9EaUEtLQRwb3MDNQRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--


１．地震発生後の行動は関係機関の指示に従って下さい！

感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後１）

地震発生後、すぐに動き出すのは危険です。
必ず、

気象庁の指示、各地方自治体の指示、各町内会等の指示
に従って行動して下さい。（但し、上記指示が無い場合は自己責任の範囲内で行動して下さい）

その結果、帰宅できる状態になった場合、

本復旧方法を参考にして次頁以降の作業を開始して下さい。
なお、本作業は日中に二人以上で行って下さい。

＊参考＊

今までは、
１回目の大きな地震が発生した後に比較的小さい余震が発生する
とされていました。

熊本地震以降は、
１回目より大きな本震が２回目以降でも発生することがある
とされています。



いざという時のために、

①備え付けの消火器をいつでも使えるように手元に準備して下さい。

②消防への通報が可能なことを確認した上で作業して下さい。

正しく操作できますか？

２．準備

感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後２）

消火器の点検は、下記点検を６か月に１回以上行って下さい。

1. 設置状況
2. 消火器の外形
3. 消火器の内部および機能
4. 消火器の耐圧性能 （消防法第１７条３の３の規定）



各部屋の分岐ブレーカーを
全てＯＦＦにして下さい。

感震ブレーカーが作動して漏電ブレーカーはＯＦＦの状態になっていますが、

分岐ブレーカーはＯＮのままになっています。

アンペアブレーカー 漏電ブレーカー 分岐ブレーカー（安全ブレーカー）

切

感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後３）

３．まず、分岐ブレーカー（ 安全ブレーカー）を全てＯＦＦにして下さい

全部屋の分岐ブレーカーをＯＮにしたまま漏電ブレーカーをＯＮにすると全部屋に通電してしまい、
地震で散乱している部屋で火災が生じてしまう可能性があるため、一旦、全部屋の分岐ブレーカーを
ＯＦＦにしておく必要があります。

ＯＦＦの状態

＊

＊：以下、分岐ブレーカーとして統一表示します



①家具が転倒していませんか？
→電気機器用コードが無いか確認して下さい。
もし有ったら、コンセントからコードを引き抜いておいて下さい。

②電気機器用コードが家具の下敷きになって断線していませんか？
→もし有ったら、コンセントからコードを引き抜いておいて下さい。
その後、使わないようにコードに目印をつけておいて下さい。

③発火の可能性のある電気機器に可燃物が落下していませんか？
→もし有ったら、可燃物を取り除いて下さい。

チェックをしないとこんな事に

感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後４）

４．各部屋を確認して下さい



感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後５）

５．感震ブレーカーをＯＮの状態に戻して下さい

感震ブレーカーが地震で作動したことにより漏電ブレーカーはＯＦＦの状態になっていますので、
下記の①と②の作業を行って下さい。

①感震ブレーカーの左に向いているレバーを右側に動かし、カチッと音がする所まで動かして下さい。

右側で固定状態になった段階で感震ブレーカーがセットされたことになります。

②漏電ブレーカーのスイッチがＯＦＦの状態になったままになっていますのでＯＮの状態にして下さい。

①

②
ＯＦＦの状態 ＯＮの状態

漏電ブレーカー
のスイッチ



①分岐ブレーカーに各部屋の名前が書かれている場合はその部屋を確認しながらスイッチをＯＮにして下さい。

②分岐ブレーカーに各部屋の名前が書かれていない場合はどの部屋のスイッチか分からないので、
１つのスイッチをＯＮにしたら各部屋を回り屋根裏も含み異変が無いかを確認し下さい。
１つづつ全てのスイッチに時間をかけて念入りに異変が無いかを確認して下さい。

参考：スイッチと部屋との配線が分かり次第、各スイッチに部屋名を記入しておくことをお勧めします。

分岐ブレーカー（安全ブレーカー）

部屋単位に分岐ブレーカーを
ＯＮにして下さい。

アンペアブレーカー 漏電ブレーカー

感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後６）

６．分岐ブレーカーを１つづつ確認しながらＯＮにして下さい

切切切切

切切切

＜各部屋単位に確認して下さい＞
異変（臭・煙・火花等）は有りませんか？



感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後６）

ON OFF

OFFOFF

OFF

分岐ブレーカー（安全ブレーカー）アンペアブレーカー 漏電ブレーカー

切切切切

切切切

二人以上で確認して下さい



感震ブレーカー作動後の復旧方法（地震発生後７）

これで安～心！


